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  昭和地区・下戸祭２丁目自治会 
  

  
「防犯＋防災＋清掃活動＝安心・安全なまちづくり」 

  ●加入世帯 １３５世帯 ●加入率 ６０．５％ 

  
活動内容 

 ところ，パトロールを開始した平成２０

年の７件から徐々に減少し，最近では年

４件になるなど，減少傾向が認められます。 

 下戸祭２丁目自治会は，会員増により，

それまでの「下戸祭自治会」を分割し，

平成１３年４月に発足しました。  

 現在は植木会長を中心に，毎月の防犯

パトロールや２年に１度の防災訓練を実

施し，安心・安全なまちづくりを目指す

とともに地域内の交流を図っています。 

防災訓練 

 これも藤平副会長の提案に役員一同賛

成して実施することになったのですが，

自治会独自で，１回目は「避難訓練」の

名称で東日本大震災の前年，平成２２年

９月２６日（日）に１００名以上の参加

者を得て実施することができました。 

 

防犯パトロール 

消防団員歴３０年の藤平副会長の提案

が役員会で了承され，平成２０年７月か

ら，毎月第３日曜日の夜，役員のみによ

るパトロールとして開始されました。 

 ２回目は翌２３年９月１１日（日）に

「防災訓練」として実施し，前回同様

100 名以上の参加者がありました。それ

以降は１年おきに実施することになり，

３回目は平成２５年９月８日（日）に実

施する予定です。 

 自治会役員９名が３班に分かれて行う

計画でしたが，地区の飯島民生委員が発

足当初から，また福祉協力員の男性も協

力してくれています。  

 その後，東日本大震災を機に募集した

ボランティア６～７名も平成２３年４月

から加わり，現在は毎月６名でパトロー

ルしています。 

釜川清掃活動への協力 

 釜川昭和ライン愛護会塚田会長の呼び

かけで，毎年１０月下旬から１１月上旬

の日曜か祝日に午前１０時から２時間，

釜川の清掃活動に協力しています。  そのほか，地域内の賛助会員である事

業所から協力の申し出があり，今年度か

ら２～３名が加わってくれています。 

 釜川は下戸祭２丁目と西側南半分の星

が丘２丁目と北半分の松原３丁目の間を

流れています。１０数名の参加者のうち，

下戸祭２丁目からは毎回約半数の７～８

名が参加しています。 

 以前は，地域内で通りすがりの男によ

る恐喝未遂事件などがあり，年に１度ほ

ど「不審者に注意」などの文書を作って

回覧していましたが，ここ数年そのよう

な事件はなくなっています。パトロール

の効果であると思います。また，中央警 

 除去されるものは川の中や川岸に生え

る雑草が主ですが，空き缶などの金属類 

も混じっています。丈の高い雑草が多い

ためか，毎回ごみ袋１０袋以上になります。 察署に地区内の犯罪件数を問い合わせた 
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 困難な作業にもめげず毎回参加する人

が多く，頭が下がる思いです。 

 

 

 近年当地域では，マンションやアパー

トの建設が相次ぎ，当自治会に占めるこ

れらの世帯数が徐々に多くなってきてい

ます。これまでにも毎年加入促進や防災

訓練への参加呼びかけのチラシ等を配布

するなどの努力を重ねてきましたが，な

かなか理解が得られない状況であります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

高い加入率を維持する秘訣
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